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A study of interaction through sandplay in Clinical Psychology. 




























目的として、 i .世界の祭り DVD鑑賞会およびだんじり祭ビデオ鑑賞会(話題提供:
角野善宏先生)、証.南アフリカでの箱庭実践に関する講演会(発表:リース・滝・幸子
先生)を実施した。
③学会発表
調査で見出された箱庭の「鮮やかさ」について考察を深めるため、日本心理臨床学会第
28回秋季大会(2009年 9月 21日)にて「箱庭のもつ『鮮やかさ』に関する試論一特別養護
老人ホームでの調査から-Jとして基礎・調査研究発表を行った。
④ケースカンファレンス
調査を通して、作り手の個別的なテーマに注目されることが多くなったこともあり、
箱庭作品を事例的な視点から検討する力を養う目的で、ケースカンファレンスを行った
(発表者:研究メンバー、コメンテーター:岡田康伸先生)。なお 1月 27日には高野祥子
先生を発表者としてお招きしてのケースカンファレンスも実施予定である。
〔研究成果〕
②③④を通して多角的に①の活動について検討が行われた。②からは、だんじりとい
う容れものが存在感を放つこと、それに人々がコミットメントしていくことが、祭りの
雰囲気が生み出される上で重要ではないかと考えられた。③からは、箱庭を日常の場に
持ち込む行為が、非日常的な「鮮やかさJを備えたモノを持ち込む試みとして捉えられ、
そこに作り手がかかわるなかで、作り手の在りょうもまた「鮮やかさJを持つものとし
て生み出されるのではないかと考えられた。④からは、そうした作り手の「鮮やかさ」
がかかわりのなかで展開する様を確認すると共に、そうした「鮮やかさ」を引き受け、そ
こに在り続ける者として、我々の在りようというものもまた、「鮮やかさ」をもって浮
かび上がったのではないかと考えられた。
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